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 今年一年、糸魚川市に近い能登半島地震や豪雨災害など、大きな自然災害が発生し、 

多くの避難者が避難所にて生活する姿が報道されています。 

 これを受け、糸魚川市消防本部主催により防災リーダー研修会がビーチホールまがたまで

開催され、区役員と「てらまりん」防災担当者が出席しました。 

 研修は「避難所生活の運営を学ぶ」と題して、地域防災力研修センター長 野村祐太氏が 

講演し、講演後、各テーブルごとに出題された課題を検討する内容でした。 

 野村氏は避難所をスムーズにしかも効率よく運営するには、避難者同士が協議・協力し 

合って運営することが大切で、ハード面など弱いところを行政やボランティアがサポート 

することで的確な運営がされるとのことでした。 

 グループ討議では 

1.避難所の開設と受け付け対応  

2.夜鳴きする子供と母親への対応  

3.避難者のトイレの対応  

4.ペットの対応の 4つの課題について検討しました。 

 特に、能登半島地震のいくつもの避難所においては、上・下水道の両方が使用不可となり、

トイレが使用できなくなるという大きな問題が発生したそうです。 

簡易トイレが避難所に到着したのは災害発生後約１週間経ってからで、この間トイレに 

ついて大変苦労したとのことでした。 

大きな災害は発生してほしくはないですが、万が一に備え食料もさることながら、 

携帯トイレを３日分程度備蓄しておき、使用方法も知っておくことが大切であるとの 

話でした。 

常日頃から防災意識を高め、自分・家族の安全は自らで守ることを最優先に心がけ

ましょう。 

 なお、防災用品の購入などについては消防本部（552-0119）に問い合わせください。 

  

 

防災リーダー研修会に参加 

 

 


